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論文内容要旨（甲）
Long-term storage of blood samples as freezing hemolysates with 
Good' buffer for methemoglobin determination: Its application to 




























無処理血と同様に凍結前と凍結後 7日、 30日、 90日後に行った。健
康成人およびウシ、ウマ、ヒツジから採取した無処理血を12種類の
緩衝液による溶血液として－30°Cに保存したところ、リン酸カリウ
ム緩衝液（KPi）もしくはグッ ドの緩衝液のうちACES、ADA、PIPES
による溶血液では90日後まで、ほぼ一定のMet-Rb値を保ったまま
保存できた。しかし、健康成人および家畜の血液で作製した亜硝酸
塩処理血のACESによる溶血液を－30°Cに保存すると、90日後まで
に若干の Met-Rb減少が認められた。一方、先天性Met-Rb血症患
者血のPIPESによる溶血液を－30℃に保存すると、 Hbの自動酸化
による顕著なMet-Rb増加が認められた。KPiとADAの溶血液は健
康成人と家畜の無処理血、亜硝酸塩処理血および先天性 Met-Rb血
症患者血のすべてにおいて、－30℃で 90 日後までほぼ一定の
Met-Rb値を保つことが明らかとなった。教室の先行研究で亜硝酸塩
投与ラット血をKPiによる溶血液として保存すると、若干のMet-Rb
産生がみられることを報告している。以上の結果から、 ADAによる
弱酸性の希釈溶血液として－30°Cで凍結保存を行えば、健康成人、
家畜、ラットの血液および先天性 Met-Rb血症患者血のすべてにお
いて 90日後まで、ほぼ一定のMet-Rb値を保ったまま保存できるこ
とが示唆された。このことは法医学、臨床検査学、獣医学領域の
Met-Rb測定に役立つものと思われる口
